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1. はじめに

本課題では、全球非静力学大気モデル Nonhydrostatic

Icosahedral Atmospheric Model（NICAM; Satoh et al. 

2014[1]; JAMSTECおよび連携研究機関において共同開発）

の高度化およびこれを用いた数値実験を行うことにより、

雲に関する気候再現性を向上させるとともに、台風等の

気象擾乱の発生・発達のメカニズムを明らかにし、それら

の予測に関する知見を拡充することを目的とする。台風

等の季節スケール予測において、海面水温の予測が鍵と

なる．今年度は大気海洋結合モデルを用いた季節スケー

ルのアンサンブル数値実験について．以下に報告する． 

2. 高解像度大気海洋結合モデルを用いた台風季節

予測実験

台風は毎年日本に襲来し、時として大きな災害を引き

起こす。このため、台風シーズン前に台風の動向を高精度

に予測できれば、保険やエネルギー、農業など様々な産業

分野で損害を低減できる可能性がある。欧米においては、

いくつかの現業・研究機関や保険会社など（例えば[2]な

ど）が熱帯低気圧の季節予測を発表している。日本国内に

おいては、一部の民間気象会社が情報を発信しているも

のの、気象庁においては現業化されていない。 

数値モデルを用いた台風季節予測においては、数値モ

デルの解像度が不足しており(例えば世界で最も先進的

な季節予測を行っている欧州中期予報センターのモデル

は水平解像度 36kmである。)、台風の構造の再現が不十分

である。このことから定量的な発生個数や熱帯低気圧積

算エネルギー(ACE)の予測には何らかのバイアス補正が

用いられるのが現状である。 

北西太平洋域において台風の発生数が多いのは 6－10

月である。つまり、台風シーズン前からの季節予測のため

には半年程度の予測実験を行う必要がある。半年程度の

間には海面水温の状態も大きく変わりうるため、1ヶ月程

度の実験においてしばしば行われる海面水温偏差一定の

仮定は不適切である。このため、本研究では非静力学全球

大気モデル NICAM と静力学全球気候モデル MIROC の海洋

モデルであるCOCOとを結合したモデルNICOCO[3]を用い、

大気と海洋の 3 次元場を同時に予測する。大気側の水平

解像度は 14km、モデルトップは 50kmであり鉛直層数は 78

層である。湿潤過程は雲微物理スキームで陽に解き、いわ

ゆる積雲対流スキームは用いない。海洋側の水平解像度

は 0.25度、鉛直層数は 63層である。大気モデルの初期値

は ALERA2 [4]から作成した。ALERA2は LETKFベースのア

ンサンブル解析値であり、全 64 メンバーのうち最初の 5

メンバーのみ使用した。海洋モデルの初期値は JRA55-do 

[5]で予報開始日までナッジングしたものを用いた。した

がって初期時刻において海洋の初期値は全メンバー同一

であり大気の初期値のみが異なる。実験のアンサンブル

サイズは５である。比較のため、NICAM単体を用いた感度

実験も行った。NICAM 単体実験の海面水温(SST)はスラブ

海洋モデルで予報し参照 SST に時定数 7 日でナッジング

している。NICAM実験では参照 SSTに NOAA OISSTによる

観測値、NICOCOSST実験では NICOCOによる予報値（OISST

にくらべて、熱帯太平洋域でラニーニャもどきの SST バ

イアスを呈する；図１）、BCNICOCOSST実験では NICOCOSST

と同様だが、10 年平均の SST バイアスを除いたものを用

いた。実験は 2010-2019年の 5月 20日を初期値とし 10月

末まで行う。 

モデルの台風は、最大風速 17.5m/s以上か、暖気核構造

を持つか、寿命が 36 時間以上かなどの条件で抽出する。 

図２は月別の台風発生個数である。気象庁ベストトラ

ックでは９月に発生数が最も多い。NICOCO では８月に最

も発生数が多くなっており、またベストトラックに比べ

てやや発生数が少ないものの、観測されている季節進行

図１ 2010-2019 年で平均した６－８月の NICOCO
実験におけるSST 偏差。 
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をよく再現した（相関係数 0.92）。NICOCOSST実験（相関

係数 0.71）では NICOCO実験よりも相関係数が低くなって

いることから、大気海洋結合の効果により、季節進行の再

現が良くなることが示唆される。また BCNICOCOSST 実験

（相関係数 0.87）は NICOCOSST 実験よりも相関係数が大

きくなっていることから、SST予測の気候値バイアスが季

節進行の再現性の悪化をもたらすことを示唆する。さら

に、NICAM実験（相関係数 0.92）は BCNICOCOSST実験より

も相関係数が大きくなっていることから、SSTの年々変動

の予測誤差も季節進行の再現性の悪化をもたらすことを

示唆する。 

図３は 2010-2019年 6-10月の台風発生個数を示す。気

象庁ベストトラックと NICOCO 実験との相関係数は 0.41

であり、現業予報センターの結果と遜色ない結果であっ

た。NICOCOSST 実験（相関係数 0.08）では、NICOCO 実験

に比べて相関係数が大幅に悪化しており、大気海洋結合

の効果により、年々変動の再現が大幅に良くなることが

示唆される。また BCNICOCOSST 実験（相関係数 0.12）は

NICOCOSST 実験よりも相関係数が若干大きくなっている

ことから、SST 予測の気候値バイアスが台風発生個数の

年々変動の再現の悪化をもたらすことを示唆する。NICAM

実験（相関係数 0.31）は BCNICOCOSST 実験よりも相関係

数が大幅に改善しており、SSTの年々変動の誤差が台風発

生個数の年々変動の再現性の悪化をもたらすことが示唆

される。一方で、予測結果はメンバー間で大きなばらつき

を示しており、メンバー数を増やして予測の不確実性を

もたらす要因の分析を進める必要がある。 

３. まとめと今後の展望

全球雲解像モデルを用いた大気海洋結合モデルを用い

て季節スケールの予測実験を行い、台風発生数の経年変

動の再現性を評価した。海面水温に関する系統的な感度

実験から、結合効果により台風の再現性が改善される可

能性が示唆され、海面水温の気候値バイアスと経年変動

の誤差の両方が台風の再現性に影響を及ぼすことが分か

った。メンバー数を増加した数値実験を行い、各海盆にお

ける海面水温と大気場および台風の関係について、詳し

い解析を進めている。台風を解像したモデルによる全球

的な大気海洋相互作用の評価およびプロセス解明は、長

期予測において重要なステップであるが、先例が極めて

少なく世界的に未開拓な段階にある。今後数年をかけて

基盤となる知見を構築するとともに各種物理過程の精緻

化を進める。 
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